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１．研究計画の概要 

 
本研究は、障害者の芸術活動に関して、調

査研究と理論研究の両面から研究をおこな
うものである。その目的は、社会における自
己表現、社会と芸術との関係性の新しい動き
を探求し、医療・福祉と芸術の分野の交差領
域にある芸術社会学の調査枠組みを示すこ
とである。「障害」を含めた人間の生の多様
性が、芸術という領域においてどのように表
現され、社会に提示されているか、またそれ
は作者にとっていかなる意味をもち、社会に
とってはどのような変化をもたらしている
か調査・理論研究により明らかにする。 

(1)調査研究として、精神病院絵画教室及
び、摂食障害者の芸術活動に関する参与観察
及びインタビュー調査を中心とした質的研
究をおこなう。当事者にとっての生活史にお
けるその意味の分析、その自己表現を見る鑑
賞者はどのように感じ、さらにどのような社
会的変化がひきおこされるかという点の詳
細な分析を研究成果において示す計画であ
る。 

(2)理論研究の側面として、芸術社会学の
相互作用論的アプローチ、あるいは「芸術」
への相互作用論的アプローチの理論的枠組
みを上記調査結果より導出する計画である。
また社会における自己表現という観点から
研究をおこなうことで、言語的な表現や意味
づけに限定されない、多様な表現を把握する
計画である。 
 
２．研究の進捗状況 

 
(1)①調査研究の側面として、摂食障害の

精神的な症状を示し、生きづらさを抱え、ア
ートによる自己表現をおこなっている人々
に対して、絵画、映像の二種類の媒体に関し
て調査し、下記記載の 4 件の学会報告（「生
きづらさを抱える人々の自己表現と自己イ
メージの変化」他 3件）において示した。 

また、それを自らの境遇をドキュメンタリ
ーを撮ることで自己表現して、症状を克服し
ようとするプロセスを、論文「セルフドキュ
メンタリーという自己表現」において分析し
た。 
②精神病院の絵画教室の調査においては、

彼らが、絵画表現活動の他、絵画作品の前で
の作者自身と自己表現との関連に関する語
り、創作詩の朗読、音楽等さまざまな自己表
現をおこなっている点を明らかにした。特に、
当事者にとってのその意味づけや、彼らの社
会的自己変容の分析、それを見る鑑賞者がど
のように感じ、さらにどのような社会的変化
がひきおこされるかという点を詳細に分析
し、また、彼らを支える人間的、社会的ネッ
トワーク、また鑑賞者に関しても調査をおこ
ない、「精神病院における「自己表現」とし
ての絵画活動―Ｈ精神病院における絵画活
動の事例より―」として学会報告、及び、論
文「臨床のアート」においてその結果を示し
た。 
 
(2)理論研究の側面においては、障害者と

芸術関連の生活史分析をおこなうため、シカ
ゴ学派を源流とする生活史研究の金字塔と
もいえるクリフォード・ショウの研究をとり
あげ、その調査の理論的枠組み、調査方法論
と生活史理論を下記記載論文において検討
した。 



また、芸術社会学の枠組みに関して、社会
と芸術の新しい関係を示す芸術社会学の枠
組みを示す目的により、海外や国内の関連文
献の収集をおこない、『文化の社会学』にお
いて、芸術社会学の創始者であるフランスの
ピエール・フランカステルの『絵画と社会』
に関して考察し、「芸術社会学」を執筆した。 

日本社会学会発表「生きづらさと自己表
現」（藤澤、2008）において、摂食障害者の
セルフドキュメンタリーを創作するなかで
の自己表現に関して考察し、論文「臨床のア
ート」（藤澤、2009）において、精神病院の
絵画教室に関して、1960 年代から現在までの
変遷と、精神障害者の表現の意味、その特徴
を分析した。また、彼らがどのような人間関
係や社会的ネットワークを形成するなかで、
表現行為を続けているのか、彼らの展覧会時
の自己とその表現に関して記載した文章か
らも明らかにした。 

上記研究の意義や重要性に関しては、従来、
障害者の人間的部分を扱う生活史分析と、芸
術的側面を扱う芸術活動、表現内容をリンク
させて考察された研究がみられなかったこ
とから、人間学・心理学・社会学研究と、芸
術学研究を交差させて研究をおこなった点
であると考える。このようなリンクを通じて
はじめて、障害に苦しむ人々が、どのような
意味で、いかなる表現行為をおこない、その
結果、自己肯定感をもつことが可能となるプ
ロセスが明らかになった点が本年度の研究
の重要性である。 
 
３．現在までの達成度 

 
②おおむね順調に進展している。 

 
障害者の芸術活動の調査研究において、参

与観察、質的調査を中心とした分析を学会報
告、論文で明らかにすることができ、また理
論研究に関しても、論文、図書においてその
結果を示すことができており、順調に進展し
ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 
4 年間の研究成果をまとめ、障害者の芸術

活動について報告書の作成にむけて研究を
すすめたい。さまざまな障害の程度と芸術活
動との関連性を明らかにするが、特に、精神
障害を中心に考察、分析をおこなう。 
 今後は、歴史的側面の分析も重視する。Ｈ
精神病院をとりあげ、40 年間という長期間に
おいてどのように変化し、また、そのときの
絵画教室が生じる医療・福祉の場における
1960 年代の文化・芸術的状況の創成期、絵画
教室という集団の役割、指導者やメンバー間
の関係、鑑賞者や支援者の果たしている役割

を中心にして分析をおこなう。 
 また、国内の状況と、海外における障害者
の芸術活動との比較研究をおこなう。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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